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◇◇近畿病院図書室協議会◇◇

平成１７年度第32回総会報 告

Ｅ Ｚｄ

日時：2006年３月24日（金）

１３：００～１６：００

会場：京都テルサ

総会プログラム

開会

ｌ会長挨拶（業務のため出席できず）

２議長・副議長・書記選出

議長：前津好広（長野赤十字病院）

副議長：重富久代（京都市立病院）

書記：木曽亜衣子（耳原総合病院）

３議案審議

ｌ）平成17年度活動報告

２）平成17年度会計・監査報告

３）平成１８年度活動方針

４）平成１８年度事業計画

５）平成１８年度予算

６）役員改選

７）平成18年度会長・事務局長承認

（議案４）～７）は審議の結果承認された）

４近畿病院図書室協議会への入会規約の

内規変更の提案(審議の結果承認された）

閉会

総会員数：126機関（うち議決権124機関）

出席：３０機関

委任状：５８機関

合計：８８機関（会員の2／3以上の数を

みたし総会成立）

議案Ｉ・平成１７年度活動報告

はじめに

平成17年度は、総合目録のＷｅｂ版稼働を目

－８３－

指した目録編集事業を中心に活動を行った。幹

事会は、新規に１名を加えた８名の幹事で会運

営にあたった。数としては昨年より減少し、役

割分担に多少偏りが生じた。今年度は従来事業

の継続とネットワークのあり方を模索した一年

といえよう。

継続事業のうち教育研修活動では、近畿を離

れた長野でのサマーセミナーの開催など定例の

研修会を２回、新任むけの勉強会を１回行った。

その他、近畿地区医学図書館協議会、日本薬

学図書館近畿・中国・四国地区協議会との協同

によるシンポジウムを開催し、厚生労働省研究

費補助金医療技術評価総合研究事業「患者/家

族のための良質な保健医療情報の評価・統合・

提供方法に関する調査研究班」主催の「市民へ

の健康情報提供サービス調査研究班会議」の共

催を行った。

また、公開シンポジウム「これからの医療情

報を考える！」の案内を受け、会員へ広報した

結果、多数の参加があった。

第１１０回研修会は例年のごとく、2006年３月

24日に第３２回総会とともに｢事例・研究報告会」

として開催する。

出版広報活動では、会誌「病院図書館」第２５

巻を定期刊行した。連載や報告記事のほか、各

号ともユニークな特集を組んだ。発行の遅れが

続いていたが、１号２号を合併号として発行す

ることで多少は遅れを取り戻しつつある。ただ

し、年度内発行は３号までで、４号発行は４月

になる予定である。

協議会ホームページについてはまだまだ十分

な活用ができているとは言い難いが、研修会や

シンポジウム、フォーラムの開催案内、また、

事務局よりのお知らせなど、随時掲載していく

予定である。昨今病院図書館もインターネット



病院図書館２００６；２６(2)

環境に恵まれてきた。次年度はホームページに

携わる人員を追加確保できたので、広報活動の

シールとしてさらなる有効利用を目指したい。

医学文献情報活動では、「近畿病院図書室協

議会医学雑誌総合目録CD-ROM版2004」の発

行に引き続き、Ｗｅｂ版の編集作業を開始した。

４月よりの正式稼働を目指して作業中である。

文献の相互利用にあたっての基本マニュアル

は当協議会独自に作成していないが、今年度、

日本医学図書館協会より「ＪＭＬＡ相互利用マニ

ュアル第５版2005年」が発行されたので、基本

ルールを徹底することを目的に会員に配布し、

当協議会におけるマニュアルとしての役割も果

たすことにした。

今年度の統計調査は通常調査の年に当たって

いた。集計した報告書は会員へ配布する。

対外交流では、日本医学図書館協会とは総会

への出席、会員の文献相互貸借など従来通り交

流を進めた。その地区会である近畿地区医学図

書館協議会とは地区例会へのオブザーバー出

席、シンポジウムの共催などで親密に交流して

いる。また、病院図書室研究会や各地区の病院

図書館ネットワークとは､それぞれ会誌交換や

寄稿などの交流があった。

また、ライフサイエンス系図書館団体連絡会

(仮称）が開催され、当協議会よりも幹事２名

を派遣した。引き続いての事業として、健康医

療情報サイトなどの活動を行うことになり、協

力員の派遣要請があったので、これを了承し、

１名派遣することにしている。

今年度は初の試みとして研究助成金を設定

し、２題の応募があった。研究成果については

事例・研究報告会で発表する予定である。

１－１－１研修部

[第20回勉強会］

日時：2005年６月22日

場所：住友病院

会費：500円

プログラム：

１３：３０～１６：００

－８４－

１．図書館相互貸借業務(ILL)のルールとマ

ナー

２．役立つ担当者と思われるコツ

３．図書館見学

講師：研修部/事務局

参加者：１７名（研修部３名を含む）

[第108回研修会］

日時：2005年８月26日～27日

場所：長野赤十字病院基幹災害センター研

修ホール

テーマ：いまこそ病院図書館連携を強固に

会費：会員２日参加2,000円

１日参加1,000円

非会員２日参加３，０００円

１日参加1,500円

プログラム：

[第一日目］

ｌ・東海目録Ｗｅｂ版（TOMcat）の運営に

ついて

講師：坪内政義（愛知医科大学医学情報

センター）

２．近畿病院図書室協議会会員所蔵雑誌目録

Web版の概要

講師：大西幸雄（株式会社サンメディア

ネットワーク事業部）

３．報告

①NACSIS-WebUIP病院図書館ユーザー

の現状報告

講師：中村雅子（大阪府立母子保健総合

医療センター）

②長野県内の病院図書室連携について

講師：前淫好広（長野赤十字病院）

４．スモールグループデイスカツシヨン

テーマ：

ｌ）患者さんへの医療情報の提供

２）文献入手環境をどう整備していくのか

３）臨床研修医制度と病院図書室

（テーマを５題予定していたが３題に絞って

ディスカッションを行った）

[第二日目］



１．［医学の基礎知識］消化器疾患について

講師：松田至晃（長野赤十字病院第二

消化器科部長）

２．医薬品情報管理業務をサポートする電子

メディア商品

講師：川畑寿弘（株式会社じほう大阪

販売部）

３．［医学の基礎知識］ペインー般について

講師：荻原正洋（長野赤十字病院第一

麻酔科部長）

４．ＰｕｂＭｅｄ検索の基礎と実践

講師：小田中徹也（国立病院機構京都医

療センター）

５．長野赤十字病院図書室見学(希望者のみ）

参加者：延べ28名（うち非会員１６名）

[平成17年度近畿地区医学図書館協溌会（等）

シンポジウム］

日時：2005年11月17日ｌＯ：００～１６：３０

場所：大阪大学生命科学分館ＡＶホール

テーマ：利用者教育におけるプレゼンテーション

の実際一教材の作り方と指導の技術一

当協議会会員の参加者：２２名

[第109回研修会］

日時：2005年１２月８日ｌＯ：３０～１７：００

場所：独立行政法人科学技術振興機構(JST）

情報提供部西日本支所

会費：会員1,000円、非会員1,500円

プログラム：

１．［医療の基礎知識]病院における医療ソー

シャルワーク業務の実際

講師：川田美也子（大阪府立成人病セン

ター患者総合相談室）

２．近畿病院図書室協議会会員所蔵雑誌目録

Ｗｅｂ版の概要

講師：大西幸雄（株式会社サンメデイア

ネットワーク事業部）

３．「ＪＭＬＡ相互利用マニュアル第５版2005

年」改訂点と「文献取り寄せ業務」の見

直しについて

講師：中村雅子（大阪府立母子保健総合

－８５－
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医療センター）

４．JSTJDream新サービスについて

講師：山口祐穂（科学技術振興機構情報

提供部新サービス開発課）

参加者：２１名（会員20名、非会員1名）

[第110回研修会：事例・研究報告会］

日時：2006年３月24日１０：００～１２：００

場所：京都テルサ

会費：500円

プログラム：

１．患者図書館/患者情報室を目指して－公

開シンポジウム「これからの医療情報を

考える！」開催報告一

演者：杉本節子（武庫川女子大学）

共同演者：中村雅子、中馬良子

２．病院図書館の業務分析（第一報）

演者：中村友紀（星ケ丘厚生年金病院）

共同演者：寺灘裕子、山室員知子

３．長野県でのネットワーク活動について

演者：前津好広（長野赤十字病院）

共同演者：中村雅子、佐々木絹江、

小林紀子

４．精神医学・心理学系専門図書館システム

新規構築について－情報入手機能とシス

テムの検討一

演者：有園博子（兵庫県こころのケアセ

ンター）

共同演者：田中友恵

５．図書館業務でのより効率のよいメール管

理一迷惑メール対策を中心に－

演者：中村雅子（大阪府立母子保健総合

医療センター）

参加者：４０名（会員34名、非会員６名）

今年度は３回の研修会と１回の勉強会、並び

に近畿地区医学図書館協議会等シンポジウムを

行った。テーマとしては編集作業も大詰めと

なった総合目録Ｗｅｂ版の正式稼働を前にして、

ネットワークと文献の相互利用・入手方法を主

に取り上げた。
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文献相互貸借では当協議会独自のマニュアル

を作成していないため、2005年に発行となった

日本医学図書館協会の「ＪＭＬＡ相互利用マニュ

アル第５版2005年」を会員に配布し、第109回

研修会ではテキストとして利用した。また、総

合目録Ｗｅｂ版の概要説明を第108回、第109回

の２回の研修会で行った。

第20回勉強会は例年通り、初心者向けのもの

として、図書館業務のうち相互貸借業務の基本

を中心としたプログラムであった。

第108回研修会ではネットワークについて考

えようと「今こそ病院図書館連携を強固に」を

メインテーマにした。会場を、長野県では最初

に会員となった長野赤十字病院におき、恒例の

サマーセミナーとして、地域の特性を生かした

活動やネットワーク全体での協力活動－特に目

録と文献の流通を中心としたプログラムを企画

した。第一日目のワークショップでは病院図書

館員だけでなく大学や関連業界からの参加者か

らの発言など多彩な内容となった。

ただ、開催地が当協議会の活動基盤である近

畿地区から遠隔にあり、また事前の広報活動も

十分に行き渡らなかったためか、近畿地区から

の参加は少なかった。しかし、今回の研修会を

契機に、長野県でのネットワーク活動が活性化

したのは喜ばしい限りである（成果については

第１１０回研修会で報告した)。

第二日目には「医学の基礎知識」として講義

を２題、医薬品情報に関するもの、ＰｕｂＭｅｄの

実践など、業務に直結する内容であった。

第109回研修会は、前述したように「ＪＭＬＡ

相互利用マニュアル第５版2005年」をテキスト

に相互貸借業務についての基本を学び直した。

｢医療の基礎知識」としてＭＳＷを取り上げた。

平成17年度近畿地区医学図書館協議会等シン

ポジウムには、当協議会からも実行委員を派遣

し、大阪大学生命科学分館で開催された。

その他、公開シンポジウム「これからの医療

情報を考える！」の案内をいただき、会員へ広

報した結果、多数の参加があったことを付記し

－８６－

ておく。

全体を通して見ると、今年度は通常の研修会

での参加者は会場の関係もあり、それほど多く

はなかったが、シンポジウムなどへの参加は今

まで以上にあった。また、初めての参加者も多

く、各施設での担当者交代（次世代へ移行）が

進んだ印象を受けた。

研修会へ参加するかどうかは企画次第で決め

る場合があるので、来年度以降は早めの日程設

定、さらに先を見越した企画など、素早い対応

が今以上に必要になってくると思われる｡また、

会場に関しては、病院見学を兼ねたものが参加

者にとっては有意義であるが、病院での丸一日

の会場確保が困難になってきた。今後の検討課

題と考える。

今年度は当初山室幹事が研修部長をつとめる

ことになっていたが、幹事の数が少なく、山室

幹事が目録作成にも携わっていたため両立が難

しく、途中から林事務局長が部長代行をつとめ

た。研修部員としては大阪府立母子保健総合医

療センターの中村雅子氏、済生会兵庫県病院の

田中文子氏、宇治徳洲会病院の神田智香子氏、

済生会泉尾病院の永井保子氏、阪和記念病院の

亀井真由美氏の協力を得た。

新たな企画には新鮮な感覚が必要となること

も多い。今の研修部員ではまだまだ手が足りな

いのが現状である。次年度にはいろいろな方法

を検討し、よりよい研修活動を行い、協議会全

体としての資質向上を目指していきたいが、そ

のためにも会員の研修部活動への参加を切に望

む。

１－１－２会誌編集部

１．活動報告

会誌24巻４号および25巻１．２号、３号を発行◎

配布部数：229部（会員128、講読会員75、交

換・寄贈26）

印刷部数：各号300部。

（１）会誌内容概略および発行日

24巻（2004年）
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特集ｌ：図書館プロジェクトＸ

劇的な納期改善－わが社のプロジェクトＸ一

装頓革命

図書館とフイルムルックス

当院図書室における課題

特集２：研修会講演著作権と病院図書館

著作権と病院図書館

病院図書館と著作権一最近の話題一

特集３：ワークシヨップ

グループｌ機能評価を評価する

グループ２著作権とILL①

グループ３著作権とILL②

グループ４オンラインジャーナルの利用

方法

グループ５仮想患者図書館

特集４：シンポジウム基調講演（抄録）

近畿大学中央図書館利用者サービス・利

用者教育の取り組み

住友病院図書室における利用者教育一新卒

研修医オリエンテーションを中心に－

京都大学医学図書館の情報リテラシー教育

効果ある利用者教育を目指して－関西医科

大学での取り組み-

25巻（2005年）

１．２号（発行2005年９月７７頁、および別

冊会員名簿43頁）

特集ｌ：蔵書構築

大学医学図書館における選書の一例

病院図書室における蔵書管理

所蔵雑誌の評価

臨床医がすすめる図書館資料

一外科学基本書一

一代謝・内分泌学一

一お薦めの一冊一

一わが国の医療を考えるこの１冊一

特集２：総会・事例報告会（第107回研修会）

星ケ丘厚生年金病院図書室の業務分析

当院の図書館管理システムについて

病院図書室の役割当院図書室の変遷から

－８７－

病院図書館２００６；２６(2)

個人情報保護法と医療機関

3号（発行2006年１月５９頁）

特集：図書館ネットワーク

病院図書室研究会

日本看護図書館協会の組織検討一役員等

の輪番制導入を中心に一

近畿病院図書室協議会の現状と課題

図書館ネットワーク・各団体紹介

日本医学図書館協会

病院図書室研究会

日本薬学図書館協議会

日本看護図書館協会

日赤図書室協議会

北海道病院ライブラリー研究会

新潟県病院図書室研究会

福島県医療機関図書室協議会

栃木県医療情報ネットワーク協議会

埼玉医療関連情報ネットワーク協議会

静岡県医療機関図書室連絡会

東海地区医学図書館協議会

中国四国九州医学図書室ネットワーク

島根県医療関係機関等図書館(室)懇談会

沖縄メディカルライブラリー研究会

（２）シリーズ掲載

「いますぐ役立つホームページ」

⑲明治製菓株式会社（Vol､25No.１．２）

「電子資料解題」

②PubMedl（Vol､24No.4）

③PubMed2（Vol､25No.3）

「What，ｓＥＢＭ？」

⑯ＥＢＭから診療ガイドラインへ(その２）

（Vol､24No.4）

⑰「情報」とは何か？：まとめに代えて

（Vol､25No.１．２）

番外編『EBMとライブラリアン』－"What，ｓ

ＥＢＭ?”連載を終えて、中山健夫先生に聞

く－（Vol､25No.１．２）

「ちょっとこぼれ話」

虹（Vol､24No.4）

皿（Vol､25No.１．２）
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）皿（Vol,25No.3）

（３）掲載広告各社

サンメデイア

科学技術振興機構

ユサコ

医学中央雑誌刊行会

ベルブック

丸善

ナカバヤシ

南江堂

丸善e-プロダクツ部

（４）編集会議

第１回2005年５月１４日茨木

第２回2005年６月26日茨木

第３回2005年９月３日茨木

第４回2006年１月１４日茨木

２．今年度総括

今年度は、会誌発行の大幅な遅れはやや改善

されたが、まだ発行ペースを取り戻すことはで

きなかった。今後のスケジュールとして、２５巻

４号は３月中の発行は厳しく４月になる。２６巻

１号は３月末日が原稿締切日となっており、５

月中の発行をめざす。２号は３月末に原稿依頼

をし、６月から７月にかけて発行できたらと考

えている。また中山健夫先生の連載記事

｢What，ｓＥＢＭ？」の冊子化は来年度に持ち越

すことになった。

部員は編集部の仕事をこなしつつ、全員が幹

事を兼任している｡部員間にもまとまりがあり、

これからの近畿病院図書室協議会を背負ってい

く存在になると感じている。発行ペースの遅れ

については、もう少しご辛抱いただきますよう

お願いしたい。

次年度編集方針として、会員のための協議会

機関紙であることを第一義とし、会員の関心を

ひくテーマを選んだ誌面づくりだけでなく、会

員自身にどんどん執筆を依頼して会員のスキル

アップに寄与していきたい。

３．部員

部長：増田徹（ 藍野大学）

－８８－

部員：井上智奈美（三菱京都病院）

寺津裕子（関西労災病院）

松尾知香（石切生喜病院）

若杉亜矢（松下記念病院）

Ｉ－１－３統計調査部

今年度の年次統計調査は、平成16年度の会員

図書館の実情について調査した。

調査項目は｢詳細」と「通常」を隔年交互に実

施しているが、今年度は通常調査の年に当たっ

た。現在、データの入力と集計作業中であるが、

提出されたデータの中には質問項目に一致しな

い回答も少なくない。こうしたデータは統計処

理上、扱いが悩ましく、統計データとしても一

定しないので対策が必要と思われる。また、回

答数は調査対象124会員中、７２会員（58％）で

あった。これも統計調査としては貧弱な数字で

あり、今後の対策を講じる必要があるだろう。

●対象機関と回答数

調査対象：全会員126会員中、124会員に依頼

（賛助会員は除外）

回答数：７２機関（平成１６年度調査では、８０機関

から回答があった。このうち今年度回

答がなかったのは､２１会員。また､今年

度新たに回答があったのは、１３会員）

●調杏経過

平成１７年12月15日：会員へ調査依頼状発送

平成１８年１月15日：データ提出期限

平成１８年１月20日：データ入力開始

平成18年２月27日：最終締切り

平成１８年３月上旬：データ集計と整理

平成18年３月下旬：会員へ報告書発送(予定）

●データ処理ソフトウェア

FileMakerPro：データ入力と必要データの

加工抽出（宛名ラベル、調

査項目）

MS-Excel：データの分析処理（会員データ、

調査項目）

MS-Word：依頼文書および報告書の作成

●作業の外注委託化



羽生総合病院

茅ヶ崎徳洲会総合病院

神奈川衛生学園専門学校

市立砺波総合病院

富山市立篇山市民病院

岐阜社会保険病院

社会保険中京病院

小牧市民病院

名古屋第二赤十字病院

名古屋徳洲会総合病院

豊橋市民病院

西尾市民病院

岡崎市民病院

刈谷総合病院

松阪中央総合病院

鈴鹿回生病院

大津赤十字病院

市立長浜病院

滋賀医療技術専門学校

公立甲賀病院

国立病院機櫛京都医療センター

京都第二赤十字病院

特殊医療法人健康会京都南

病院

京都桂病院

担当幹事：文書類起案、発送先の宛名ラベル

の作成、データの集計整理、報告

書の作成

業務委託：依頼状の発送、提出データの入力

（FileMakerPro)、報告書の発送

●会計

依頼状発送費9,840円（80円×123通分）

報告書発送費17,640円（140円×126通分）

印刷費10,040円（１０円×8枚×130部）

業務委託費28,000円（800円×8時間×3.5

日間）

合計65,520円

１－１－４目録編集部

「医学雑誌総合目録1997年版」改訂版の作

成を、平成１３年度からの事業として編集作業を

開始して以来、実に４年を経過した。平成１６年

１０月にようやくCD-ROM版の完成となり、そ

の後さらに修正を加えて、会員全員への配布は

12月となった。

平成１７年度の目録編集部においては、前年度

の近畿病院図書室協議会「医学雑誌総合目録

CD-ROM版2004」の完成に引き続き、Ｗｅｂ版

の編集作業を開始し、現在、平成18年４月から

の正式稼働を目指して作業中である。作業の進

表．平成17年度統計調査回答機関

梱
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叩
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２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
３
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３
３
３
３
３
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明治鍛灸大学附属図普館

宇治徳洲会病院

京都第一赤十字病院

洛和会音羽病院

三菱京都病院

京都民医連中央病院

国立病院機構大阪医療センター

大阪赤十字病院

住友病院

日生病院

淀川キリスト教病院

八尾徳洲会総合病院

大阪労災病院

愛仁会看護助産専門学校

愛染橋病院

大阪府赤十字血液センター

関西鍍灸大学図書館

医真会八尾総合病院

大阪警察病院

野崎徳洲会病院

東大阪市立総合病院

市立豊中病院

コープおおさか病院

多根総合病院

医療法人協仁会小松病院

育和会記念病院

兵庫県立塚口病院

西宮市立中央病院

姫路医療センター

関西労災病院

公立学校共済近畿中央病院

神戸労災病院

兵庫県立尼崎病院

神戸市立中央市民病院

明石市立市民病院

神戸市立西市民病院

西神戸医療センター

兵庫県立光風病院

新須磨病院

兵庫県こころのケアセンター

和歌山生協病院

島根県立中央病院

広島赤十字・原爆病院

徳島健生病院

松山赤十字病院

松山市民病院

近森病院

福岡徳洲会病院
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『~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~--~~~--~------~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~１
１■平成'6年度統計澗査報告(再集計分）
Ｉ統計報告再集計分コピー代10,400円（１０円×８枚×130部）Ｉ

Ｉ統計報告再集計分送料18,200円（140円×130通分）１

１統計報告再集計分宛名シール840円

Ｉ送料繰越金（切手）420円

合計29,860円
Ｌ＝＝＝＝＝＝＝=＝=＝＝＝＝一一一一一一一一一一一一一一一二＝＝＝=＝＝＝一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一Ｊ

－８９－
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行状況は、現時点において若干の遅れが予想さ

れている。

平成１７年８月および12月の第108回・’０９回研

修会においては、「近畿病院図書室協議会会

員所蔵雑誌目録Ｗｅｂ版の概要」と題して、株

式会社サンメデイア大西氏より、その概要と

進行状況についての説明があった。また平成１８

年３月には､CD-ROM版にデータ提出がなかっ

た会員とその後の新入会員21機関に対してデー

タ提出を依頼した。

なお、最初の所蔵データの入力は株式会社サ

ンメデイアにてされるが、その後の所蔵データ

の追加および訂正、削除については各会員機関

で行う。データの修正方法についてはＷｅｂ版

が完成後、研修会、勉強会にて説明されること

となっている。

１－１－５会員業績（当協議会内関係での発

表は除く）

[口演発表］

（１）山室填知子（京都南病院）

患者の自己学習環境の整備の現状と課題

（基調報告）

市民への健康情報提供サービス調査研究

会議（和光）2006.2.24.

（２）山室境知子（京都南病院）

医学情報をめぐる図書館コラボレーシヨ

ン（シンポジウム）

第２２回全国医学情報サービス研究大会

（名古屋）2005.7.

（３）山室填知子（京都南病院）

患者情報室の現状と課題（シンポジウム）

公開シンポジウム「これからの医療情報

を考える！」（大阪）2005.12．

[誌上発表］

（１）小田中徹也（国立病院機構京都医療セン

ター）

PubMed活用法誰にでも使える文献検

索術実践編一治療．ＥＢＭジャーナル

2005;６(4):496-501.

－９０－

[著書］

（１）小田中徹也（国立病院機構京都医療セン

ター）共著

科学論文がスラスラ書ける１パソコンの

やさしい使い方．

日本コンピュータサイエンス学会監修.水

島洋,麿島彰彦編.東京:羊土社;2005.

１－２－１幹事会

今年度は４回の幹事会を開催し、会の運営に

あたった。

第１回（2005/04/22）：国立病院機構京都医

療センター

第２回（2005/07/14）：国立病院機構京都医

療センター

第３回（2005/１０/14）：関西労災病院

第４回（2006/01/26）：国立病院機構京都医

療センター

１－２－２役員会

2006年３月３日、京都南病院において平成１７

年度役員会が開催された。役員会資料（平成１７

年度議案書草案）に沿って議事進行し、平成１７

年度の活動報告、会計報告を審議し、一部語句

の修正を加えて了承された。また、平成１８年度

の活動方針案、事業計画案、予算案についても

同様に審議され、追加訂正を加えて総会に諮る

ことになった。今回の役員会では特に会員の責

務・入会資格についての会則改訂に協議を加え

たことを付記しておく。

次に、平成１８年度会長については清水聡現会

長（京都南病院院長）が再選され、事務局長に

は林伴子現事務局長（社会保険神戸中央病院司

書）が再選された。会則に則り、それぞれ今年

度の第３２回総会に諮ることになった。

１－２－３会員の状況

会員数：126機関（2006年１月現在）

入会：２機関

ユサコ株式会社（大阪：賛助会員)、



育和会記念病院（大阪）

退会：５機関

尼崎中央病院（兵庫）、堺市民病院

（大阪)、和歌山赤十字医療センター

（和歌山)、神戸介護保健専門学校（兵

庫)、飯田市民病院（長野）

－９１－

１－２－４対外交流

日本医学図書館協会の第76回総会（2005/05／

19-20）へは、幹事の小田中徹也氏と若杉亜矢

氏がオブザーバーとして出席し、役員や会員と

の交流を図ったｏまた、第88回近畿地区医学図

書館協議会例会（2005/05/11）へは幹事の増田

徹氏が出席し、第89回例会（2005/１１/１１）へは

幹事の松井美抄枝氏が出席した。

平成17年度近畿地区医学図書館協議会（等）

シンポジウムは研修部員の中村雅子氏が実行委

員として加わった（2005/１１/１７開催)。

ライフサイエンス系医学図書館団体連絡会

(仮称）開催の呼びかけに応じて、幹事の山室

興知子氏､若杉亜矢氏が出席した(2005/１１/04)。

引き続き、健康医療情報サイトなどの作成のた

めの協力員派遣の要請があったため、若杉亜矢

氏を当協議会より派遣することにした。

厚生労働省研究費補助金医療技術評価総合研

究事業「患者／家族のための良質な保健情報源

の評価・統合・提供方法関する調査研究班」主

催の「市民への健康情報提供サービス調査研究

班会議」（2006/02/24）の開催にあたって、共

催依頼があり了解した。ただし、会員への広報

は日時が逼迫していたなどの理由により、ホー

ムページ掲示板上への掲載のみに止めた。

(支出の部） 単 位 円

病院図書館２００６；２６(2)

議案Ⅱ、平成17年度会計・監査報告

(収 入の 部） 単位 円

予算 決虹

興目 金額 面目 金釦 傭考

総会費

菓務委託費

車務固

通低費

交通貧

事業口

会酷発行費

別冊発行費

研修会回

目録サポート

webワーキング

研究助成

統計鯛査

その他の事粟

対外活動口

資料費

資料管理費

会鰻質

予備費

雑費

哩
坐
坐
幽
》
岬
》
岬
》
唖
》
皿
》
》
迦
幽
坐
坐
型

》

総会費

桑務委託費

駆務費

通個費

交通費

会畦発行費

研修会費

目録サポート

webワーキング

研究助成

統計鯛査

その他の事典

対外活動費

資料費

資料管理費

会鰻費

篭
300褐84

130,510

塑辿型

3.381,619

2.585,802

179.897

》
坐
坐
些

却
却
皿
知
、

花
６
帥
髄
闘

事務用品

液晶プロジェクター

幹車会開催案内、他

幹車会・綴集部会

研惨部会、他

24巻4号･25審1-3号

蕊107/108/109回研任会

第20回動詫今

CD･ROM作成費残金

ドメイン更新料

報告香作成費、他

相互利用マニュアル

JMLA蕊会・例会

幹車会・研修部会

･橿集部会

合叶 7.970.201 4,299,717

予算 決算

質目 金額 費目 金額 傭考

前年度撞越全

会費

平成17年度

＠30,000×127

＠50,000×１

平成16年度未納

＠30,000×1０

事桑収入

会酷隅醗会費

平成17年度

＠6,000×３

＠5,700×７３

縫合目録未納

＠5,000×2９

研修会費

定例研修会

＠2,000×30×１

，１，０００×30×１

事例蝿告会

＠500×35×１

勉轄今

＠500×１５×１

その他

その他

広告掲載料

(24悲・25碁）

》
坐
皿
50,000

300.000

579,100

434.100

145,000

1150000

60,000

30,000

170500

7,500

8740000

442,000

452,000

前年度繰越金

平成17年度

＠30,000×113

＠５０，０００×2

,10.000×２

平成16年度未納

＠30,000×１

事典収入

会詫鴎院会費

平成16年度

＠6,300×８

平成17年度

＠６，０００×２

＠5,700×3８

鴬合目録CD・ROM

＠5,000×５

研修会参加費

笹筋販売

20242,101

30540.000

3,390.000

100,000

２０．０００

30,000

3990500

50,400

12,000

216,600

２５．０００

86.500

9,000

144,000

消費税込

第107.108.

109回研修会

第20回勤莞今

わかる医学用塵

ユサコ.ＪＳＴ

ブレインテック，
南江堂

合計 7.97q201 昼nつ星屑、
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収入

前年度維越金

会昼

事案収入

会酷鱒統会費

研修会餐

総合目録CD-ROM

香絡販売

広告掲敏料

合計

平成17年度会計監査

金釦

2242-101

3.540.000

399‘500

２７９．０００

86.500

25,000

9．OOO

1４４，００

6,325.601

支出

総会費

菓務婁駐費

事務賛

通侭畳

交通賛

事菜費

会時発行費

研修会費

目録サポート

webワーキング

研究助成

統計鯛査

その他の事業費

対外活動賃

資料費

資料管理費

会轍貫

雑費

翌年度録堂舎

金一鮭

単位円

金額

駕
300.684

１３０５１０

96.160

3.381-619

2,585.802

179,897

276.890

６‘980

２００．０００

660960

65.110

2１３２９０

20.916

22-890

18.553

９

2-025-884

60325,601

上配決算については,会計監壷を終了しました．

平成'8年３月崎。餌ャ減､辱
榔溶釧③

議案Ⅲ、平成18年度活動方針

昨年度総会でもふれたように、病院図書館を

取り巻く状況の厳しさに変わりはない。その一

方、ネットワークの重要性も病院機能評価受審

などを機会に見直されてきている。また、一般

への医学医療情報の提供も病院図書館のサービ

スとして認識されつつある。

今年度は当協議会研修会だけでなく、ネット

ワーク、医学情報の提供、患者図書室などを

テーマとした研修会が数多く開催された。地域

への開かれた図書館、患者への医学医療情報の

提供など、医療情報を担うエキスパートを養成

することは医療の質の保証へもつながり、図書

－９２－

館員のスキルアップは急務といえよう。専門知

識の習得には従来取り組んできたが、今後もこ

の方針に沿って活動を進めていくことが期待さ

れていると考える。

さて、今年度は新幹事１名を迎えたが、事業

を分担するには十分でなく、新しい取り組みや

事業の見直しはなかなかできなかった。幹事に

ついては従来立候補制をとっているが、事業の

継続､発展のためには今以上に必要としている。

円滑な協議会運営のためには会員の協力が不可

欠であるが、幹事、各部員ともなかなか人員が

集まらないのが現状である。今年度、会員（担

当者・管理者）へ協議会運営についてアンケー

ト調査を行うことにしていたが、実現にはいた

らなかった｡来年度は実施する予定であるので、

これを機会に今一度、会員の責務を考えていた

だき、さらなる協力をお願いしたい。

昨年度総会の活動方針案にあげたように、機

関加盟であることを生かし、一部会員への負担

を減らす試みとして、任期制、当番制、地区代

表制など、検討を重ね可能性を探っていきた

い。

今年度は総合目録のＷｅｂ版に着手した。来

年度に正式稼働開始となれば、所蔵情報の入手

方法が今以上に簡便になるであろう。ネット

ワークの利点を十分に生かすためには、会員か

らの情報提供が不可欠である。ようやく立ち上

がった所蔵データベースをどう育てていくかが

課題といえよう。

今年度より研究助成金制度を開始したが、年

１０万円、３年の更新を可として来年度も新規・

継続の研究助成金の申請を募集する。

以上を総括して、来年度の当協議会活動では

必要な継続事業を進めつつ、新たな事業・目標

を模索し、対外的にも広く協力活動を行い、運

営・事業活動については新旧世代の交代を円滑

に図っていくことを課題とする。
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議案Ⅳ．平成１８年度事業計画 議案Ｖ・平成１８年度予算

(収入の部）（支出の部）1．医学文献情報活動

･医学雑誌現行情報の収集と目録のメンテナ

ン ス

2．教育研1多活動

・研修会（セミナー形式）・勉強会の開催

・関連団体の研究研修会への案内と参加奨励

病院図書館２００６；２６(2)

・研究助成金制度の継続

3．出版広報活動

・会誌「病院図書館」の季刊発行

・ホームページの継続と内容更新

4．年次統計等の調査活動

・年次統計と相互貸借の調査

5．対外活動

・関連団体との交流・連携

－９３－

費目 金額 摘要

繕会費

業務委託衝

事務費

通侭費

交通費

事業費

会酷発行費

別冊発行費

研修会費

目録サポート

webワーキング

研究援助

統計胴査

その他の率婁

対外活動費

資料費

資料管理費

会眼賢

予備費

雑固

幽
迦
幽
坐
》

5,8609000

3,900,000

叩
血

９
０

知
伽

皿
皿
仰
皿

、
、
、
帥

４
１
４

300.000

坐
迦
塑
坐
幽
墾

週挙費用、眼案轡作成

費用、特別唄踊鮒礼。

交通費

会費脇求、他

車務用品､鯉行手数料他

事務局・各田舎遭鰹

会同通知他

役貝会､斡事会､各圏会、

JMLA近且地区例会、他

会艶25(4)26(1.4)発行費

別冊（What･ｓＥＢＭ?）

定例研修会、事例報告

会、勉強会

縫合目御web版

垂動哩費

2005年度箇告召作成･送料

2006年度唄査組告軽口

JMLA範会派退費、他

蝿艶国圧料、他

病図協所奴資料

会咽使用刺

慶弔費、接遇費

合計 ７．675.784

費目 金額

前年度録越今

会費

平成18年度

＠30.000×124

,50.000×２

平成16.17年

度未納

＠30.000×2０

事梁収入

会臆ｉｎ既会同

平成18年度

＠６．０００×７６

未納

＠5,700×3７

総合目揮未鏑

研修会費

定例研修会

＠2‘０００×30×１

，１，０００×30×１

事例報告会

＠500×35×１

勉強会

＠500×15×１

その他

広告掲載料

25経

》
》
姻
皿
》
》
皿
皿
血
些
岬
皿
価
趣

3330000

合尉 7.675.784


	名称未設定



